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概　要

算数・数学科における公式暗記に頼った指導法や，算数におけるかけ算の順序の指導などに
対し，近年，多くの問題点が指摘されている。このような問題に数学的・論理的に対処できる
教員を養成するにあたり，大学教職課程での算数・数学の“教科内容科目”の責任は重大であ
る。北海道教育大学の「教科に関する専門的事項（小学校）」（教科内容科目）『初等算数』に
おいて，旭川校では，令和3年度から数学教育専攻の複数の教員によるオムニバス形式の授業
を開始した。この小論では，旭川校令和3年度『初等算数』における授業改善およびその根拠・
ねらいについて論じる。学生達が将来小学校で算数を指導するための基礎となる題材を厳選し
つつ教科専門教員の強みを活かすような授業内容の工夫について述べ，今後の課題も提示する。
特に，6章では，学習指導要領において重視されている「データの活用」と「確率・統計」に
ついて専門教員の見解を述べる。

1　「教科に関する専門的事項」は，近年“教科内容”
と呼ばれているものに相当する。
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2 　 授業担当者の日程上の都合から，令和3年度の授
業計画を，日付のみ修正した。
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3　令和3年度（2021年度）も「算数の解析的基礎」
でこの内容を取り上げ，「確率・統計基礎」に対す
る動機づけとした。

4　パラドックスについては，論理を考える題材であ
るだけでなく，興味を示す学生が多い。
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5　除法のこれらの性質は学習指導要領でも常に重視
されている。小学校学習指導要領解説算数編［3］，
p.188参照。

6　小学校学習指導要領解説算数編［3］，p.239に合
わせて，記号Ａ, Ｂ, Ｐを用いた。日本数学教育学会
編著『算数教育指導用語辞典』［5］も参照。
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7　小学校学習指導要領解説算数編［3］では，「異
種の二つの量の“割合”」と呼んでいる。
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8　実はこの問題に関しては，ラプラスが先験的確率
を定義する前に，ヤコブ・ベルヌーイの大数の法則
によって「同様に確からしい」の解釈が与えられて
いるため，歴史的には不十分な定義ではないことに
注意する。ここでの注意は，初めて先験的確率を学
習する生徒に対するものである。
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9 　 ランダムな試行とは，確率変数やそれらが従う分
布という概念で説明することになるが，このことに
ついては本節では述べないこととする。

10　有名な例としてはベルトランのパラドックス［9］
が挙げられる
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11　つまり，特定の位置に落ちやすいということはな
いとする。数学的には「確率変数Ｘは［0，1］上
の一様分布に従う」という言い方となる。

12　実はこの確率法則こそが，「Ｘが［0，1］上一
様分布に従う」という言葉の意味である。

13　授業で扱いきれなかったが，確率を面積として解
釈する問題もあり，有名な例としてビュフォンの針
と呼ばれるものがある。
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